
環境目標（５）よりよい環境へ市民みんなで取り組むまちづくり 

～計画を推進するしくみづくり～ 

地球環境問題の解決には、地域や国境を越えて取り組む環境パートナーシップの 
構築が重要です。そのスタートには、環境問題への共通認識が大切です。 
こうしたことから、地域の各主体がしっかり連携し、実効性のある環境保全活動 
に取り組むまちづくりを進めます。 

 
 

～現況～ 

環境マネジメントシステムの構築 

 
しんしろエコガバナンス宣言（環境課） 

 

旧新城市は、環境管理の国際規格 ISO14001 に取り組んできました。「新城市都市環境基

本計画」と「新城市環境基本条例」をベースにした環境マネジメントシステムを構築し、

平成13年2月の認証取得後も取り組みの内容や職員の資質向上などの継続的改善に努めて

きました。 

平成 17 年 10 月 1 日、市町村合併により新しい新城市が誕生し、市民・事業所・行政が

協働して持続可能な市民自治社会を地域全体でつくりあげていく「しんしろエコガバナン

ス宣言」（平成 18 年 2 月 25 日）を行い、新たな新城市の環境の取り組みのしくみづくりが

スタートしました。 

 
【しんしろエコガバナンス 3つの柱】 

 
１．エコオフィス ： 
（環境行動配慮事業） 

紙・ごみ・電気などの取り組みで、事務室や家庭において 
環境への悪い影響を減らそうとするもの 
 

２．エコアクション： 
（環境活動改善事業） 

温暖化防止の取り組みや河川の水質改善、環境ボランティア

など環境を保全・改善しようとするもの 
 

３．エコガバナンス： 
（環境連携構築事業） 

環境に軸足を置いた市民自治社会の確立と充実をめざし、 
そのしくみを市民みんなでつくりあげていこうとするもの 
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【しんしろエコガバナンスのめざすもの】 
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              → 
行政による統治 
（ガバメント） 

協働統治・市民が主役の 
行政運営（ガバナンス） 

 
 

              → 環境消費型社会 環境育成型社会 
 
 
 

【市町村合併による今後の取り組みの基本方向】 

 
 
           旧新城市 
 
 
 
 
 
 

   本庁、総合支所、公共施設等 
 
 
 
 
 
 
 

市の業務に関わる全てのステー

                      

当 面 

システムの定着と職員の 

環境意識の更なる向上 
市役所全体の取り組み 

市全体の取り組み 

本庁の取り組み 

小さな EMS から大きな EMS へ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次の段階 

ＰＤＣＡマネジメントサイクル 

による行政運営全体のシステム化 

と質的向上 
クホルダー（利害関係者） 

その次の段階 

行政運営全体を通した 

環境パフォーマンスの向上 
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～施策実施状況～ 
 
キーワード 計画を推進するしくみ 
施策の目標●事業所環境管理・監査の推進 
事業活動全般において環境保全に配慮していく環境マネジメントシステムと環境監査に取り

組みます。 

施策項目 環境マネジメントの実施 
事業名（施策名） 区分 担当課 評価 

しんしろエコガバナンス研修 継続 人事課 ○ 
課題・問題点 新しい環境マネジメントシステムの構築 
施策の展開 新しい EMSの構築と職員・市民・事業所等への周知徹底 

取り組み内容 
 
本市では、新しい環境マネジメントシステムを進めていくために、職員の役割にあった内容の

研修を実施し、力量の向上を図っています。 
平成19年度は京都議定書の約束期間到来を控え、事業所としてどのように温暖化対策に取り組ん
でいくべきかを経営層及び管理職に対してエコガバナンス研修を行いました。 
テーマは「地球温暖化の厳しい現実とその緩和策と適応策」として NTT GPエコ㈱の埋田基
一さんに講師をお願いしました。 
 
【しんしろエコガバナンス研修】 
回数 開催日 実施場所 

① ２月 18日 新城市勤労青少年ホーム 軽運動場 
  

課題・問題点 年度末の実施によるものか欠席者が見受けられたため、講師との日程調整

の際に実施時期を考慮する。 

施策の展開 
持続可能な社会を構築していくためには、職員各々が実施している事業に

対し、環境に配慮した視点を持つことが必要である。よって今後も継続的

に研修を実施する。 
事業名（施策名） 区分 担当課 評価 

チーム・マイナス６％に関する職員研修 新規 環境課 ○ 
取り組み内容 

 

 
持続可能な社会を構築していくためには、職員各々が実施している事業に対し、環境に配慮し

た視点を持つことが必要です。喫急な課題である「気候変動」に対する正しい知識を持ち、職員

自ら率先行動するため、全職員を対象に研修を実施しました。なお、研修は通常業務に支障をき

たさないよう勤務時間外に行っています。 
 

【チーム・マイナス６％研修】 
対象者 実施日 

新城市消防本部本署 消防職員 ５月 24日 
新城市消防本部作手出張所 消防職員 ５月 28日 
新城市消防本部東栄分署 消防職員 ６月５日 
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【チーム・マイナス６％研修】 

対象者 実施日 
新城市消防本部設楽分署 消防職員 ６月７日 
本庁職員 ６月 13日 
新城市幼稚園・保育園園長 ６月 19日 
新城幼稚園 保育士 ６月 25日 
新城市消防本部鳳来分署 消防職員 ７月 12日 
新城市消防本部鳳来分署 消防職員 ７月 13日 
新城市消防本部 消防職員 ８月１日 
山吉田小学校 教員 ８月９日 
  

課題・問題点 時間外における研修であるため、全職員に対してのものではない。 

施策の展開 内容等も検討し、継続して研修を行っていく。 

事業名（施策名） 区分 担当課 評価 
ISO14001 認証取得事業所等連絡会議 継続 環境課 ◎ 

取り組み内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
地域における環境に関する取り組みを進めていくには横のつながりが不可欠です。 
この会議は、ISO14001認証取得事業所と定期的に会議を開催し、コミュニケーションを充実
することによって、「連携」による環境への取り組みを一層高めていくことを目的としています。
 
【環境首都をめざす課長研修実施状況】 
回数 実施日 研修の内容 

１ ５月 10日 

①市議会３月定例会における議決結果について 
②改正もしくは改正の予定がある環境法令について 
③しんしろクリーンフェスタの開催について 
④新城市環境報告書（平成 18年度版）の発行について ほか 

２ ８月８日 

①市議会６月定例会における議決結果について 
②改正もしくは改正の予定がある環境法令について 
③しんしろクリーンフェスタの結果について 
④キャンドルナイト新城実行委員会による活動について ほか 

３ 11月７日 

①市議会９月定例会における議決結果について 
②改正もしくは改正の予定がある環境法令について 
③まちづくり、環境に関係する動きについて 
④環境関連行事について ほか 

４ ２月５日 

①市議会 12月定例会における議決結果について 
②改正もしくは改正の予定がある環境法令について 
③市が制定している環境関連要綱等について 
④特定物質濃度規制から臭気指数規制に向けたスケジュールについ

て（悪臭防止法関連） ほか 
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【ISO14001認証取得事業所等連絡会議名簿】（平成 19年度末現在） 
事業所名 
三菱電機㈱名古屋製作所新城工場 コマツハウス㈱ 
㈱大紀ｱﾙﾐﾆｳﾑ工業所新城工場 ㈱育良精機製作所愛知新城工場 
横浜ゴム㈱新城工場 BASF INOACポリウレタン㈱本社工場 
新東工業㈱新城製作所 バルカーセイキ㈱ 
共和レザー㈱新城工場 瀧川オブラート㈱ 
㈱ｲﾉｱｯｸｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ八名事業所 光田屋㈱ 
オーエスジー㈱新城工場 新城市商工会 
中村建設㈱名古屋支店新城営業所 ㈱トンボ鉛筆 新城工場 
サミットアルミ㈱新城工場 イズテック㈱ 
㈱アイデン 新城市  

課題・問題点 参加者提案により問題提起・情報交換しやすい仕組みを導入したが、具体

的な事業所間の連携には至っていない。 

 

施策の展開 地域における地球温暖化防止対策などの原動力となるよう連携を深めてい

く。 
施策の目標●環境情報システムの整備 
環境の保全と改善に向け適正な環境情報システムを整備します。また、このシステムを通して

環境情報を提供し環境教育・環境学習を支援します。 

施策項目 環境情報の提供 
事業名（施策名） 区分 担当課 評価 

広報による環境情報の提供 継続 環境課 ◎ 
課題・問題点 市民等に対する環境情報の効果的な周知・ＰＲ。 
施策の展開 市民のニーズを踏まえた環境情報の提供。 

取り組み内容 

 

 
毎月 1回発行される「広報しんしろ・ほのか」において、環境情報ページとして「エコとぴっ

くす」を掲載しています。また、特に市民にＰＲすべき環境情報は、広報担当課と調整を図り、

特集記事として掲載します。 
 
【広報しんしろ・ほのかでの情報掲載の状況】 
 月（発行月） 掲載した環境情報 

５月号（４月） 

・使用済みペットボトルの行方 
・太陽光発電システム設置費補助金交付 
・委員募集（エコアクション実行委員会・環境基本条例・環境基本計画）

・ハチの駆除について 

６月号（５月） ・環境の日・環境月間 
・エコ標語 

７月号（６月） ・環境首都コンテスト総合３位 
・フリーマーケット開催のお知らせ 

８月号（７月） 
・夏期の省エネルギー対策を 
・可燃ごみ指定袋価格自由化のお知らせ 
・犬の逃走防止について 
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【広報しんしろ・ほのかでの情報掲載の状況】 
 月（発行月） 掲載した環境情報 

９月号（８月） 
・リサイクル情報コーナーを活用しよう 
・「不都合な真実」ＤＶＤ貸出受付中 
・レジ袋減らし隊キャンペーン中 

10月号（９月） 
・「不都合な真実」上映会と「キャンドルナイト新城」開催 
・しんしろクリーンフェスタ  ほか 

11月号（10月） 
・犬の登録と狂犬病予防注射 
・環境ポスター入賞者発表 
・太陽光発電システム設置費補助金交付 

12月号（11月） 
・市の指定ごみ袋について 
・地球温暖化防止月間・大気汚染防止月間 
・エコ標語 

１月号（12月） ・ごみ処理の現状について 
・フリーマーケット開催のお知らせ 

２月号（１月） ・ごみ搬入手数料変更のお知らせ 
・リサイクル情報 

３月号（２月） 
・資源物集積所建設のご案内 
・環境報告書 
・ごみ収集日変更のお知らせ  ほか 

４月号（３月） 
・エコショップ認定店 
・犬の登録と狂犬病予防注射  ほか 

特集記事 
６月号（５月） しんしろクリーンフェスタ 

２月号（１月） 燃やすごみの搬入物検査 
【リサイクル情報コーナー】 
「エコとぴっくす」では、市民が「譲りたいもの」「譲ってほしいもの」を募集し、譲り合う

システムとして「リサイクル情報コーナー」を設け、毎月掲載しています。 
ご家庭で不要となったものでも、みなさんの中にはそれを必要としている人がいます。物を大切

に使う意識の高揚のためにもぜひご利用ください。 
新たな課題 
今後の展開 

掲載の迅速化、情報の見やすさ、広報以外の情報媒体を利用することに対

する検討 
事業名 区分 担当課 評価 

ホームページによる環境情報の提供 継続 環境課 ◎ 
取り組み内容 

情報提供を様々なかたちで事業者や市民のみなさんに届けることは、パートナーシップを構築す

るうえで非常に重要です。市ではホームページも利用しながら、より様々な情報を提供していき

ます。 
 ■ホームページアドレス http://www.city.shinshiro.lg.jp 
新たな課題 
今後の展開 情報の見やすさ、検索のしやすさなど利便性の向上に努める 

 


